臨床研究に関する情報公開について
	研究課題名
	妊孕性温存希望の子宮体癌患者に対する高用量酢酸メドロキシプロゲステロン療法（MPA療法）

	研究期間
	平成２９年１２月３１日まで

	研究の目的と意義
	本邦での子宮体癌は欧米と同様に婦人科癌で最も多く、約半数を占めるまでになっています。それに伴い、若年者の子宮体癌も増加しており、また、晩婚化の影響もあって妊孕性温存希望の子宮体癌患者が増加しています。妊孕性温存療法の適応条件は、高分化型類内膜腺癌で筋層浸潤および子宮外進展がないことです。適応条件に合う患者さんは希望があればMPA療法を行うことができます。その完全奏効率は約70%ですが、再発率も約40%と決して満足できない成績です。また、奏効しやすさや再発のリスクを予測する因子が不明なこと、再発例に対する再度のMPA療法の有効性が明らかでないこと、分娩後の再発予防のための子宮全摘術の意義など、解明すべき点も残されています。これらの点が明らかになれば、ハイリスク症例を抽出することができ、将来の治療法や対処法の改善につながる可能性があります。妊孕性温存療法を希望する患者さんは、今後もますます増加すると予想されており、不明な点を早急に解決していかなければならなりません。本研究は、これら不明な点を明らかにすることを目的としており、意義あるものと考えています。

	対象患者
	1987年から2014年までに自治医科大学附属病院で、子宮体癌に対し妊孕性温存療法を施行した患者さんを対象とします。

	研究方法
	対象患者さんのカルテ内の情報を専用のワークシートに入力し、収集された情報を研究責任者が分析・解析します。なお、本研究は北里大学附属病院との共同研究であり、同じ条件の対象患者さんのデータを北里大学附属病院からも送付していただき、両施設のデータを合わせて分析・解析します。

	研究機関
	自治医科大学附属病院、北里大学附属病院

	個人情報の保護について
	患者さんに関わるデータは、匿名化したうえで研究に使用しますので、個人が特定されることはありません。自分の診療情報が用いられるのを希望しない場合には、下記問い合せ先に連絡いただければと存じます。

	結果の公表
	研究結果は、日本産科婦人科学会あるいは関連する学会に発表し、論文として報告する予定です。また、それらの内容の抜粋をインターネット上に公開することも予定しています。

	問い合せ先
	研究責任者
自治医科大学産科婦人科　講師　竹井裕二
〒329-0498 栃木県下野市薬師寺3311-1
TEL：0285-58-7376　FAX：0285-44-8505　E-mail：ytakei@jichi.ac.jp
苦情の窓口
自治医科大学研究支援課　TEL：0285-58-8933


